
第３回 日本版ＮＣＡＡ作業部会

平成30年９月19日（水）

10:00～13:00

資料１



本日の作業部会の進め方
について



本日の作業部会は、以下のスケジュールで進行する予定です

本日の作業部会の進め方（１/２）

時間 時間配分 発表者 議事

10:00～ 5分 ｽﾎﾟｰﾂ庁 事務局 本日の作業部会の進め方

10:05～ 5分 ﾃｰﾏ15 木藤主査 日本版NCAAの組織整備（案）について

10:10～ 10分 質疑応答・決議

10:20～ 10分 ﾃｰﾏ14 池田（敦）主査 スポンサープログラム及び賛助制度（案）について

10:30～ 10分 質疑応答

10:40～
5分×
7ﾃｰﾏ

ﾃｰﾏ2,3,4,

6,7,9,12
各主査 各テーマの進捗報告

11:15～ 10分 質疑応答

11:25～ 10分 休憩
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本日の作業部会は、以下のスケジュールで進行する予定です

本日の作業部会の進め方（２/２）

時間 時間配分 発表者 議事

11:35～ 10分 ﾃｰﾏ11 小林（至）主査
日本版NCAAとしての情報の取り扱いに関して（案）
シェアードサービスの概要（案）

11:45～ 10分 ﾃｰﾏ15 境田主査 個別データの管理・活用方針（案）

11:55～ 10分 ﾃｰﾏ5 川原主査 事故情報の集約方針（案）

12:05～ 20分 質疑応答・決議

12:25～ 15分 ｽﾎﾟｰﾂ庁 事務局 スポーツ庁からの報告及び質疑応答

12:40～ 15分 質疑応答 ※部会員含む

12:55～ 5分 ｽﾎﾟｰﾂ庁 事務局 今後のスケジュールについて
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議事（１）
日本版NCAAの組織整備（案）
について

スポーツ庁 参与
木藤 友規



日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ 【事業・マーケティング】 組織整備

添付資料

ﾃｰﾏ15

資料２、資料３、資料４をご参照
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議事（２）
スポンサープログラム及び
賛助制度（案）
仙台大学 体育学部 教授
池田 敦司 氏



テーマ14 スポンサープログラム及び賛助制度の策定

日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ 【事業・マーケティング】 スポンサープログラム及び賛助制度の策定

報告内容

今回の作業
部会までに

作業・検討
した内容

①スポンサー・賛助会員などステークホルダーの体系整備
・⑮作業部会と連携をし、会員体系とスポンサー体系の整理を進めており、本作業部会にて進捗報告
を行う。

②大学・学連会員の会費徴収の是非に関する検討
・判断材料を収集、討議を進めている。

上記検討の
中で明らか
となった論
点又は課題

①大学・学連会員の会費徴収の是非は継続検討
② スポンサー開拓に向けた戦略の策定。

想定協業サービスと業種のカテゴライズ

次回の作業
部会におけ
る報告事項
（予定）

① スポンサー・賛助会員などステークホルダーの体系の確定
② スポンサープログラム検討の進捗状況

他テーマ
への
申し送り
事項

①各作業部会におかれましては、日本版NCAAと協業でサービス提供を行えるジャンル及び候補企業、
スポンサー商品になり得るプログラム、を是非リストアップいただきたい。

ﾃｰﾏ14
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日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ 【事業・マーケティング】 スポンサープログラム及び賛助制度

添付資料

ﾃｰﾏ14

資料５をご参照

テーマ14 スポンサープログラム及び賛助制度の策定9



議事（３）
各主査からの進捗報告



学業充実 テーマ②
学修機会確保
全国大学体育連合 専務理事
小林 勝法 氏



日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ 【学業充実】 学修機会確保

報告内容

今回の作業
部会までに

作業・検討
した内容

①学連および大学対象アンケート調査項目の検討
加えて、今年度の試合日程も確認する。

②大会・試合日程調整のフローの検討
③指導者セミナーの対象と実施方法、研修内容の検討
３つの階層に分け、全国、地区、各大学で実施する。

上記検討の
中で明らか
となった論
点又は課題

① アンケートには学業充実の他の部会と安全安心部会の項目も加える必要がある。
②おおよその概念図を作成した。アンケート結果を参考にして完成させたい。
③他の部会（①～④、⑥、⑧、⑫、⑯など）との調整が必要である。

次回の作業
部会におけ
る報告事項
（予定）

①学連および大学対象アンケート結果の速報
②試合日程調整フロー案
③指導者セミナー案（対象、内容、時間数、方法等）

他テーマ
への
申し送り
事項

①学連および大学対象アンケート調査の回答締め切りは10月中旬としている。
②学連の代表を集めて、検討会を開催したい。（調査結果を踏まえて）
③試合日程調整や欠席配慮願いなどのルール作りやフローについて、部会⑫ＳＡ支援からもご意見を
いただきたい。
④指導者セミナーについて、部会①～④、⑧、⑫,⑯と調整する場を設けていただきたい。

ﾃｰﾏ2

テーマ２ 学修機会確保12



学部長や
担当教員

AD等

AD長等

監督や学生

大学
（学長等）

⑦欠席配慮扱
い願い

欠席配慮扱いの基
準やフローの策定

欠席配慮、単位
懸念の連絡

2

大会・試合日程調整制度案

④日程調整結果の報告
⑤参加証明書の発行

①学事日程の提出

地域
カンファレンス

②学事日程をまとめて提出
他競技のグッドプラクティスの共有

地方・地区学連

日本版NCAA本部

全日本大会の日
程調整結果報告

学事日程の
まとめ

全日本学連

グッドプラクティス
の共有

地方の日程共有・全日
本大会日程調整依頼

欠席フォローの
グッドプラクティス
の共有

⑥

③

要望（部長会等で）

テーマ２ 学修機会確保

日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ 【学業充実】 学修機会確保 Ａ日程調整

添付資料

ﾃｰﾏ2
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4

指導者セミナー案

セミナー対象者

大学経営層

AD局、監督

AD局スタッフ
コーチなど

• 次年度、日本版NCAA総会を立ち上げ期と中間期等に開催し、
大学に求める事や学修機会に対する理解を求めるシンポジウムを開催
（経営層の中でも理事長や学長など決定権のある方を対象）
（特筆すべき大学事例があれば発表してもらう）

• ⓪日本版NCAAの理念とビジョン

• 地域カンファレンス（仮）毎に日本版NCAAが回り、学修機会確保のた
めの要件や今後実施するルールのために備えて欲しいことを周知

• （①～④、⑥、⑧、⑫など）
• ⓪日本版NCAAの理念とビジョン
• ⑯コーチング哲学（グッドッコーチに向けた７つの提言）
（将来的な指導者ライセンス制度の検討）

• 大学内での周知徹底（⓪～④、⑥、⑧、⑫、⑯など）
• ３時間講習を義務づけ、実施報告（参加者数と率）を求める。

学業分野だけではないため、他の部会（テーマ⑥、⑧、⑫）と連携する必要がある。
⑥安全安心、⑧指導者制度、⑫大学ＳＡ支援・マーケティング・会計ルール

初年度の立ち上げ期までにどこまで準備しておくべきか？（*本テーマとしてはプログラム内容のみか）

テーマ２ 学修機会確保

日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ 【学業充実】 学修機会確保 Ｂ指導者セミナー

添付資料

ﾃｰﾏ2
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テーマ２ 学修機会確保

日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ 【学業充実】 学修機会確保 Ｂ指導者セミナー

添付資料

ﾃｰﾏ2
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学業充実 テーマ③
成績管理・対策、さらなる動機付け
早稲田大学 スポーツ科学学術院
友添 秀則 氏



日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ 【学業充実】 成績管理・対策、さらなる動機付け

報告内容

今回の作業
部会までに

作業・検討
した内容

①学業基準の制度設計の詳細の検討。具体的には、各年次に求められる必要最低単位基準の策定方
法、基準を下回った場合の措置、指導内容とその方法、GPAの評価システムなどを勘案する重要性
の認識の共有。

② 表彰制度についての制度設計の詳細の検討。具体的には、学業（GPA、取得単位数）と競技成績を

勘案しての表彰、競技成績を主体とした表彰、スポンサーシップを視野に入れての奨学金と連動した
表彰などのあり方のメンバー間の認識の共有。

③ 学連および大学対象アンケート調査項目の検討（成績管理と表彰制度該当部分のみ）

上記検討の
中で明らか
となった論
点又は課題

①部員の個人情報である成績情報の収集権限とその管理法。
②日本版NCAAからの表彰、アワードの具体（例：長官賞）、カンファレンスからの表彰、NFとの関係、大
学・学連等に既存表彰システムがある場合の関係をどのようにすべきかの課題の整理の必要性。

次回の作業
部会におけ
る報告事項
（予定）

①学業基準の制度設計図のラフスケッチの報告。
② 表彰制度についての制度設計図のラフスケッチの報告。
③成績管理と表彰制度該当部分のアンケート結果速報。

他テーマ
への
申し送り
事項

① 【学業充実】（入学前からの動機付け）部会 大学で学業基準単位が設定されていることを受験生に
どのように周知するかの検討の必要有。

② 【事業・マーケ】（大会レギュレーションの整備） 奨学金・表彰制度とスポンサーのあり方の検討の要。

ﾃｰﾏ3

テーマ３ 成績管理・対策、さらなる動機付け17



テーマ３ 成績管理・対策、さらなる動機付け

日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ 【学業充実】 成績管理・対策、さらなる動機付け

添付資料

ﾃｰﾏ3

日本薬科大学
縣 委員

・大学における基準案の策定
・4年/5年の２パターンの策定
・取得単位数、GPAの評価シ
ステムの取扱い方策

山梨学院大学
津金 委員

・大学内のプロセス

・既に基準がある場合の対
処
・情報規程と対処方法

青山学院大学
長谷川 委員

関東学院大学
松本 委員

表彰制度設計詳細

評価者、評価時期、対象基準、
評価方法

学業基準 表彰制度

早稲田大学
友添

✓ 取りまとめ
✓ 他テーマ主査との調整
✓ 大学及び学連回り

表彰制度設計詳細

評価者、評価時期、対象基準、
評価方法
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学業充実 テーマ④
キャリア支援
大阪体育大学 体育学部 教授
藤本 淳也 氏



日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ 【学業充実】 キャリア支援

報告内容

今回の作業
部会までに

作業・検討
した内容

①キャリア支援に関して既存団体がまとめた資料の共有を行った。
② 「全国体育スポーツ系大学就職担当者連絡協議会（29大学）」のアンケート集計結果を共有した。

③ 現時点での「成果物の目次（案）」とその「論点」について、ＷＧメンバーからの意見交換（メール）を行
い、その後、スカイプ会議にて議論した。

④ 学業充実の４テーマ主査によるスカイプ会議を行い、「各テーマでの議論内容と進行状況」「学業共通
で取り組むべき項目（特にアンケート項目）」について報告、意見交換、議論を行った。

上記検討の
中で明らか
となった論
点又は課題

①学生所属が「体育・スポーツ系学部」と「その他の学部」では、区別して検討すべき。
②学生アスリートと一般学生の比率など、状況が大学によって異なることを考慮しながら検討すべき。
③既に学生アスリートキャリア支援として機能している民間企業とのタイアップが必要。
④ 就活やインターンシップの活動への監督・コーチへの理解促進の仕組みの検討が必要。

次回の作業
部会におけ
る報告事項
（予定）

① この時点で確認された課題
② 「成果物の目次（案）」の短期的・長期的目標と具体策について
③次回会議へ向けての議論のポイント

他テーマ
への
申し送り
事項

①今後も、「入学前からの動機づけ」「学業基準の設定・さらなる動機付け」「指導者セミナー」の部会と
情報共有が必要

ﾃｰﾏ4

テーマ４ キャリア支援20



安全安心・医科学 テーマ⑥
共通ルールの設定
全日本学生柔道連盟 理事
三宅 仁 氏



日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ 【安全安心・医科学】 共通ルールの設定

報告内容

今回の作業
部会までに

作業・検討
した内容

① 安全・安心に関するガイドライン
素案の作成に着手。また、作成担当範囲等の役割分担の明確化

② アンケートの作成
ガイドラインに関する学連向けアンケート調査項目の決定

上記検討の
中で明らか
となった論
点又は課題

① 日本版NCAAにおける安全・安心ガイドラインの「位置づけ」
既存の指導者ライセンス等と重複しないための整理が必要

次回の作業
部会におけ
る報告事項
（予定）

① 安全・安心に関するガイドライン
素案作成の進捗状況及び記載予定内容の報告

他テーマ
への
申し送り
事項

① 保険
ラグビーや柔道で実施している見舞金制度（学生・指導者）に関する情報共有（テーマ5）

② 事故データ集約
予防対策のための事故データ収集に関する方針の確認（テーマ5）

ﾃｰﾏ6

テーマ６ 共通ルールの設定22



安全安心・医科学 テーマ⑦
ガバナンスの体制構築、ハラスメントや
暴力等に関する相談・対応体制の構築

日本安全教育学会 理事
戸田 芳雄 氏



日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ
【安全安心・医科学】 ガバナンス体制の構築、ハラスメントや暴力等に関する相
談・対応体制の構築

報告内容

今回の作業
部会までに

作業・検討
した内容

①スポーツ機関、大学、NF・学連の相談窓口の対象、事案、実績等について、ヒアリング調査等を行
ない,日本版ＮＣＡＡにおける相談窓口の基本となるコンセプトについて検討した。

②大学、NF、学連等コンプライアンスに関するガイドライン・規程等のヒアリング調査等を行ない,ガイド
ライン作成の基本となる指針のコンセプトについて検討した。

上記検討の
中で明らか
となった論
点又は課題

①調査の結果、スポーツ機関、大学、NF・学連で、大学生の運動部活動に特化した窓口を設置してい
る例はなく、運動部活動に関する相談実績も少ない。問題の解決に機能しているかどうか懸念が残る。

② 問題を具体的に解決するのは各大学・学連等であり、日本版ＮＣＡＡは情報提供、指導及び助言を行
なう必要があり、その役割と各大学等との連携など機能する運用方法を検討する必要がある。

③各大学等がガイドラインを作成する際の指針を示すことが、日本版ＮＣＡＡの役割ではないか。

次回の作業
部会におけ
る報告事項
（予定）

①日本版ＮＣＡＡの相談窓口の設置計画案
②各大学・学連でのコンプライアンス等に関するガイドライン作成の指針素案

他テーマ
への
申し送り
事項

①NF・学連等が既に実施している研修と重複しないようにするため、コンプライアンスの遵守、ハラスメ
ントの防止、各種目に共通する疾病や安全確保などについての研修方針をテーマ8と共同して検討す
る。

ﾃｰﾏ7

テーマ７ ガバナンス体制の構築、ハラスメントや暴力等に関する相談・対応体制の構築24



事業・マーケティング テーマ⑨
大会レギュレーションの整備
スポーツ庁 参与

池田 純



テーマ９ 大会レギュレーションの整備

日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ 【事業・マーケティング】 大会レギュレーションの整備

報告内容

今回の作業
部会までに

作業・検討
した内容

日本版NCAA（仮称）としての表彰制度のあり方（案）について検討した

• スポーツ内外の団体における既存の表彰制度事例に関する調査を実施した
→机上配布資料参照

• 日本版NCAA（仮称）の表彰制度（案）について初期的検討を実施した
✓ 設立理念から導き出される表彰項目 →添付資料1/4、2/4参照
✓ 作業部会の15テーマに関連して考え得る表彰項目 →添付資料3/4、4/4参照

上記検討の
中で明らか
となった論
点又は課題

表彰制度を検討するに当たっては、その前提となる理念が固まっていることが必要

次回の作業
部会におけ
る報告事項
（予定）

①表彰制度に関する具体案の提示

②競技横断的大学対抗戦（既存の大会を前提としたポイント制）に関する具体案の提示

他テーマ
への
申し送り
事項

各テーマでの検討内容に関連して設置すべき表彰制度案について意見を頂きたい

ﾃｰﾏ9
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日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告 ﾃｰﾏ9

テーマ９ 大会レギュレーションの整備

定款目的
（最新案）

この法人は、大学スポーツを総合的に振興し、学生の誰もが学業を充実させながら安全に競技スポーツを実践するための基盤

的環境を整備するとともに、地域に根差す大学スポーツの多様な価値を高め、我が国の力強い発展と卓越性を追求する人材の

輩出に寄与することを目的とする。

学業充実

大学スポーツの
総合的な振興

日本の
力強い発展

表彰制度（案） の検討①－設立理念の整理 （ver1.1）

日本版NCAA（仮称）の理念の実現を後押しする表彰制度を設計する

添付資料
(1/4)

大会・競技の活性化
（広報・集客）

競技力の向上

競技環境の整備
（施設・設備/審判等）

コミュニティの活性化
（学内・OBOG・地域
・プロ/競技界）

大学・競技団体の
ガバナンス強化

経済的環境の
充実

地域・社会貢献
（地域住民・子ども）

学修機会の確保

キャリア支援

成績管理・対策
動機付け

スポーツマンシップの
浸透

人間性豊かで壮健な
人材の育成

競技の安全性の
保障

卓越性を追求
する人材の輩出

開かれた大学スポーツ

安全安心

全体のレベルアップ

国際化

• 社会人
• アスリート
• 指導者
• 審判

国際社会で活躍できる
人材の育成
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日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告 ﾃｰﾏ9

テーマ９ 大会レギュレーションの整備

表彰制度（案） の検討②－理念から導き出される表彰項目（ver1.1）

# 分類 表彰対象項目 対象者

理念との適合性
スポンサー
候補安全

安心
学業
充実

人材
輩出

大学スポーツ

振興 ・・・

1 安全性 安全対策 大学・競技団体 ○ ・・・

2 安全性 フェアプレー 学生個人 ○ ・・・

3 学修機会 文武両道の推進（モデル学生アスリート） 大学・個人 ○ ・・・

4 国際化 国際的な活躍 学生・OBOG ○ ○ ・・・

5 人材育成 優秀指導者（競技面・学業面・安全面） 指導者 ○ ○ ○ ・・・

6 活性化 大会・競技プロモーション（広報・集客） 競技団体
地域ブロック

○ ・・・

7 活性化・競技力 大学対抗戦（ポイント制）年間成績 大学 ○ ・・・

8 活性化・競技力 優秀選手（競技面） 学生個人 ○ ・・・

9 経済的環境 大学スポーツ支援（協賛・寄附等） 企業・OBOG ○ ・・・

10 経済的環境 スポンサーとの共同取組 大学（AD局） ○ ・・・

11 競技環境 学内環境整備：施設・設備（グランド・スタアリ等） 大学（AD局） ○ ○ ・・・

12 コミュニティ ブランディング（ユニフォーム・ロゴ・マスコット） 大学（AD局） ○ ・・・

13 コミュニティ 学生・OGOG・地域向け情報発信（HP・SNS等） 大学（AD局） ○ ・・・

14 地域・社会貢献 地域貢献・活性化取組 大学（AD局）
地域ブロック

○ ○ ・・・

15 ガバナンス 学内環境整備：組織・人材（AD局設置・SA配置） 大学（AD局） ○ ○ ○ ○ ・・・

16 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

日本版NCAAの理念に紐づく表彰項目（例示）

添付資料
(2/4)
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日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告 ﾃｰﾏ9

テーマ９ 大会レギュレーションの整備

表彰制度（案） の検討③－ 15テーマに関連する表彰項目（ver1.1）

15テーマに関連する表彰項目（例示） ＜学業充実／安全安心・医科学関連＞

# テーマ 表彰対象項目 表彰案 内容 対象者 スポンサー

①入学前からの動機付け 入学前からの取組促進
先進的取組事例に対す
る表彰

入学前からの動機付けに関する大学による先進
的取組事例を表彰

大学
リクルート・
教育

②学修機会の確保
授業への出席率向上/出席でき
ない場合の対応

先進的取組事例に対す
る表彰

学修機会の確保に関する大学による先進的取組
事例を表彰

大学 ・・・

③
成績管理・対策、さらなる動機
付け

文武両道の推進
先進的取組事例に対す
る表彰／モデル学生ア
スリート

成績管理・対策に関する大学による先進的取組事
例を表彰／文武両道を実践する模範となる学生ア
スリートを表彰

大学・
学生個人

・・・

④キャリア支援 キャリアの選択肢の提示 モデルOBOG
社会で現役学生の模範となるようなキャリアを形
成しているOBOGを表彰

OBOG ・・・

⑤事故情報の集約化 保険加入促進 保険加入率
学生アスリートの保険加入率の最も高い大学を表
彰

大学 保険

⑥共通ルールの設定 安全対策推進
先進的取組事例に対す
る表彰

安全対策に関する大学／競技団体による先進的
取組事例を表彰

大学・
競技団体

・・・

〃 学生アスリートの意識向上
フェアプレー賞／
スポーツマンシップ賞

模範となるプレーをみせたチーム／学生アスリー
トを表彰

学生個人 ・・・

⑦
ガバナンスの体制構築、ハラ
スメントや暴力等に関する相
談・対応体制の構築

コンプライアンス強化
先進的取組事例に対す
る表彰

コンプライアンス強化に関する大学／競技団体に
よる先進的取組事例を表彰

大学・
競技団体

・・・

⑧指導者研修 指導者育成・意識向上
先進的取組事例に対す
る表彰

指導者意識向上プログラム等に関する大学による
先進的取組事例を表彰

大学 ・・・

添付資料
(3/4)
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日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告 ﾃｰﾏ9

テーマ９ 大会レギュレーションの整備

表彰制度（案） の検討③－ 15テーマに関連する表彰項目（ver1.1）

15テーマに関連する表彰項目（例示） ＜事業・マーケティング関連＞

# テーマ 表彰対象項目 表彰案 内容 対象者 スポンサー

⑨
大会レギュレーション・表彰制
度整備

大学スポーツ・大会活性化 大学対抗戦成績 年間総合ポイント上位の大学を表彰 大学 全般

〃 競技力向上 優秀選手賞
年間通じて優れた競技成績を残した学生アスリー
トを表彰

学生個人 ・・・

〃 指導力向上 優秀指導者賞
年間通じて優れた指導成果を残した指導者を表
彰

指導者 ・・・

〃 縁の下の力持ち マネージャー表彰
クラブ・競技のサポートにおいて優れた取組事例
を残したマネージャーを表彰

マネージャー ・・・

〃 応援文化 ベストサポーター賞
大学を挙げて加盟競技の大会への応援が盛んで
あった大学を表彰

大学 ・・・

〃 大会プロモーション 競技団体取組
競技普及のための競技団体による大会プロモー
ションに関する先進的取組事例を表彰

競技団体 ・・・

⑩ 個別データ管理・活用 ・・・

⑪ シェアードサービス ・・・

⑫
大学SA支援、マーケ・会計ガ
イドライン

学内環境整備：ソフト（AD局設
置・SA配置）

先進的取組事例に対す
る表彰

学内統括部局の設置やSA配置に関する大学に
よる先進的取組事例を表彰

大学
（AD局）

・・・

〃
学内環境整備：ハード（グラン
ド・スタアリ等）

先進的取組事例に対す
る表彰

大学スポーツの活性化のための施設整備に関す
る大学による先進的取組事例を表彰

大学
（AD局）

・・・

〃 スポンサーとの連携
先進的取組事例に対す
る表彰

スポンサー獲得、スポンサーとの連携に関する大
学による先進的取組事例を表

大学
（AD局）

・・・

⑬ 広報戦略の策定・展開 情報発信：学内向け
先進的取組事例に対す
る表彰

大学スポーツに関する学内向け情報発信に関す
る大学による先進的取組事例を表彰

大学
（AD局）

・・・

〃
情報発信：学外向け（OBOG、
地域住民・企業等）

先進的取組事例に対す
る表彰

大学スポーツに関する学外向け情報発信に関す
る大学による先進的取組事例を表彰

大学
（AD局）

・・・

⑭
スポンサープログラムの策定、
賛助依頼

・・・

⑮ 組織整備 ・・・

添付資料
(4/4)
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事業・マーケティング テーマ⑫
大学SA支援、マーケティング・会計
ルールに関するガイドライン整備
日本体育大学 アスレティックデパートメント長補佐
佐野 昌行 氏



テーマ12 大学SA支援、マーケティング・会計ルールに関するガイドライン整備

日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ
【事業・マーケティング】 大学SA支援、マーケティング・会計ルールに関するガイ
ドライン整備

報告内容

今回の作業
部会までに

作業・検討
した内容

①一般社団法人全国体育スポーツ系大学協議会（体大協）が、スポーツ関連コースを有する加盟47校
に対してAD局設置、SA配置に関するアンケートを実施中。結果の報告に向けた調整を行っている。
報告を受け次第、結果を参照し、手引書の作成に反映させる

② 同様の調査をKCAA加盟大学に対して実施していただいた
③ クラブの会計決算書類のひな型について、先行大学の事例を調査し、サンプルを入手した
④ 寄付やスポンサー等の受理については会計士等の専門家と相談しながら進めていくこととした
⑤ 日本版NCAAへの加盟要件となりうる事項について検討した

上記検討の
中で明らか
となった論
点又は課題

①手引書を活用し、各大学におけるAD局の設置状況について点検・支援していく体制が求められるの
ではないか。整備された大学に対しインセンティブを与えることも考えられるのでは

② NCAAもしくは地域ﾌﾞﾛｯｸ部会と各大学ADとの関係について検討・整理する必要があるのではないか

次回の作業
部会におけ
る報告事項
（予定）

① AD局設置・SA配置の手引書作成に向けた取り組みの報告
→体大協によるアンケート結果を反映させた手引書の目次の提案
→AD局設置（組織図など）・SA配置（人数や職域など）の先行事例大学へのヒアリングに関する進捗
状況の報告

他テーマ
への
申し送り
事項

① AD局が担うべき役割や機能について、「安全の確保」、「学業支援」、「会計のチェック」など広範な項

目を含む手引書・事例集を作成する計画です（次ページ参照）。各項目の詳細としてどのような内容
が考えられるか、担当テーマの方々から情報提供いただけますと幸いです。

ﾃｰﾏ12
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テーマ12 大学SA支援、マーケティング・会計ルールに関するガイドライン整備

日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ
【事業・マーケティング】 大学SA支援、マーケティング・会計ルールに関するガイ
ドライン整備

添付資料

ﾃｰﾏ12
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議事（４）
日本版NCAAとしての情報の
取り扱いに関して（案）



シェアードサービスの概要（案）
江戸川大学 社会学部経営社会学科 教授
小林 至 氏



テーマ11 シェアードサービスの提供

日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ 【事業・マーケティング】 シェアードサービスの提供

報告内容

今回の作業
部会までに

作業・検討
した内容

① シェアードサービスは、関係者向けのサービス、対外向けのサービスの両面があることを確認。それぞれのターゲット
に対して伝わりやすい構造にすべく要素を整理する必要性の確認（別紙、NCAA公式サイトの構造を分析）

② シェアードサービスのプラットフォームを構築していく上で、提供可能なサービスについて
③ 初期の核となる映像配信事業の構造について（ライブ映像、ドキュメンタリー映像、インタビュー映像ほか）
④ 記事配信スキームについて（RSSフィードの活用）
⑤ 「事業・マーケティング」の他のテーマとシェアードサービスの連携の必要性についての確認
⑥ 上記、映像配信事業を行う上で、既存の各学連の映像配信に関する取り組みの調査（別紙）

上記検討の
中で明らか
となった論
点又は課題

① 具体的な計画に落とし込むのは、事業者の決定後となること

② 映像配信事業者との綿密な計画づくり 各学連との正式な映像配信に関する調整（権利処理の方法について：配信料
購入型、共同事業型、配信協力型など）が必要であることを確認

③ 映像配信を行うコストの算出と捻出についての考え方の整理が必要

次回の作業
部会におけ
る報告事項
（予定）

① 映像配信・HP製作の開設準備を委託する業者について
② シェアードサービスの核となる映像配信事業に関するサービスの概要とメリットについて報告する。
③ 可能であれば、どのような競技、大会の映像配信をしていくかの予定についても発表する。
④ サイト運営および配信に伴うコストの算出と、その費用の捻出についての考え方の整理

他テーマ
への
申し送り
事項

① 「事業・マーケティング」に限らず、対内、対外ともに、多くのサービスが、シェアード・サービス（サイバー空間）を介して
行うことが出来ることと、利用者にとって、サイバー空間を活用することで、利便性の向上および費用削減に寄与する
ことが出来ることについて、確認をしたい。

ﾃｰﾏ11
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日本版NCAA構想におけるシェアードサービス

【日本版NCAA設立にあたり、シェアードサービスに求められるもの】

カレッジアイデンティティの醸成、コミュニティ活性化
※7/24準備委員会で発表済み

初期段階での核となる施策

理想 現実

ギ
ャ
ッ
プ

【映像配信事業】

大学スポーツの透明性を担保し、フェアプレーの精神をさらに根付かせる

多くの人に見てしてもらいたい
ゼロから立ち上げる新サイトで、

どのくらいの人が見てくれるかわからない

初期の費用はあまりかけたくない
サーバーを保有するだけでも

大きなコストがかかる

少しでも多くの映像を配信したい 製作ノウハウ・映像管理ノウハウがない

映像配信事業者との協業により日本版NCAA設立までのサービス立ち上げを目指す
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映像配信プラットフォーム構想案

＜日本版NCAA> ＜映像配信事業者>

【基本要素】

・組織概要
・加盟一覧
・各学連大会日程

【既存要素】

・既存の記事コンテンツ
・既存の映像コンテンツ

※立上げ当初：PV数０スタート ※既存の会員：多数

サーバー
AD

サーバー

<媒体A>

<媒体B>

<媒体C>

<配信映像> <配信映像>

※映像サーバーの共有化

※AD（広告）
サーバーも共有化

※最適な広告出し分け
が可能※多媒体にも

映像配信
※多媒体での広告費の
レベニューシェア

製作著作の
共同管理体制
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米国のNCAA公式サイトの構造を分析

＜https://www.ncaa.com/
＞

＜http://www.ncaa.org/＞

コーポレートサイト

関係者向け情報発信 一般ファン向け情報発信

サービスサイト

それぞれのサイトが役割を分担することで、
中身を整理しやすく、それぞれのターゲットに対して伝わりやすい構造
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米国のNCAA公式サイトの要素分析

要素⑲ チケット購入 要素⑳ TOPニュース 要素㉑ ニュース速報 要素㉒ フットボール情報（主要競技情報） 要素㉓ フットボール映像

⑬

⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲

⑳

㉑

㉒

㉓⑳

＜https://www.ncaa.com/＞

＜http://www.ncaa.org/＞

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ 10

⑪

⑫

要素① 組織概要

要素② 学生アスリートについて

要素③ DIVISIONⅠについて

要素④ DIVISIONⅡについて

要素⑤

要素⑥

要素⑦ 大学でスポーツをする意義

要素⑧ NCAAニュースリリース

DIVISIONⅢについて

会員学生個人ページ

要素⑨

要素⑩

要素⑪ 行動指針

要素⑫ NCAA活動実績

改革宣言

ビジョン動画

要素⑬

要素⑭ 各競技団体情報

要素⑮ 映像アーカイブ

主要競技試合速報情報

要素⑯

要素⑰

要素⑱ 加盟大学情報

NCAA主催大会情報

チケット購入

コーポレートサイト、サービスサイト、それぞれの要素を抽出
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名称

1 野球 全日本大学野球連盟 東京六大学はライブ配信（ SPBL）

2 庭球 全日本学生テニス連盟 -

3 漕艇 日本ボート 協会 -

4 剣道 全日本学生剣道連盟 -

5 柔道 全日本学生柔道連盟 一部決勝だけYouTube

6 弓道 全日本学生弓道連盟 -

7 水泳 日本水泳連盟 日本水泳連盟公式チャンネルでライブ配信（ FRESH)

8 陸上 日本学生陸上競技連合 駅伝（ 箱根、 女子： NTV、 伊勢： EX、 出雲： CX）

9 相撲 日本相撲連盟 -

10 ラグビー 日本ラグビーフッ ト ボール協会 JSPORTS放送/NHK（ 決勝、 準決勝）

11 山岳 日本山岳会 -

12 スキー 全日本学生スキー連盟 ユニバーシアード Youtube動画あり

13 スケート 日本学生氷上競技連盟 -

14 バスケ 全日本大学バスケッ ト ボール連盟 インカレハイライ ト 動画あり

15 サッ カー 全日本大学サッ カー連盟 インカレ決勝をジェイネッ ト でライブ配信

16 馬術 全日本学生馬術連盟 -

17 卓球 日本学生卓球連盟 -

18 ボクシング 日本ボクシング連盟 -

19 体操 全日本学生体操連盟 -

20 空手 全日本学生空手道連盟 世界大学空手道選手権大会ライブ中継（ 毎日）

21 バレーボール 全日本大学バレーボール連盟 インカレライブ配信（ DAZN、 JSPORTS、 FRESH）

22 レスリ ング 全日本学生レスリ ング連盟 インカレライブ配信（ FRESH）

23 アメ フト 関東学生アメ リ カンフッ ト ボール連盟 関東（ 有明放送局） 、 関西（ SPBL）

24 ソ フト ボール 全日本大学ソフト ボール連盟 -

25 バド ミ ント ン 全日本学生バド ミ ント ン連盟 -

26 アーチェリ ー 全日本学生アーチェリ ー連盟 インカレ決勝（ Youtube）

27 ラク ロス 日本ラク ロス協会 早慶戦ライブ配信（ Fresh）

28 ウェイ ト リ フティ ング 日本ウエイ ト リ フティ ング協会 -

29 ゴルフ 日本ゴルフ協会 -

30 ホッ ケー 日本学生ホッ ケー連盟 -

31 フェンシング 全日本学生フェンシング連合 -

32 カヌー 全日本学生カヌー連盟 公式Facebook頁にて映像あり

映像配信競技№
組織概要

映像配信状況に合わせた映像制作配信

現在の映像制作配信状況

ゼロから映像制作配信を開始

既存の映像制作体制と協業

カメラ機材から配信機材に至る各種機材を調達。
会場側と調整して映像制作配信体制をゼロから整える。
また、カメラマン、ディレクターなどの人材も手配していくため、
ある程度コスト負担は高くなる。

既
存
配
信
な
し

既
存
配
信
あ
り

既にある映像制作体制と連携して、ネットでのライブ配信環境
を整える。場合によっては、製作費を一部追加して映像クオリ
ティも高めることも可能だが、相対的に、コスト負担を抑えるこ
とができる。

※一部の学連のみ抜粋。
※上記表は、HP確認のみ。今後、各学連に確認調整していきます。
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個別データの管理・
活用方針（案）
東京大学 理事
境田 正樹 氏



テーマ10 個別データの管理・活用

日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ 【事業・マーケティング】 個別データの管理・活用

報告内容

今回の作業
部会までに

作業・検討
した内容

① リサーチ・コーディネーションセンターの設置
② アスリート・データバンクセンターの設置
③ サポーターズ・データバンクセンターの設置
④ 大学AD内の研究支援センターの設置

上記検討の
中で明らか
となった論
点又は課題

① リサーチ・コーディネーションセンターの役割
② アスリート・データバンクセンターの役割
③ サポーターズ・データバンクセンターの役割
④ 大学AD内の研究支援センターの役割

次回の作業
部会におけ
る報告事項
（予定）

① リサーチ・コーディネーションセンターの設置
② アスリート・データバンクセンターの設置
③ サポーターズ・データバンクセンターの設置
④ 大学AD内の研究支援センターの設置

他テーマ
への
申し送り
事項

① 「安全・安心・医科学分野 テーマ⑥安全に関するガイドライン」
学生アスリートからスポーツ障害情報、バイタルデータ、体力測定データ等を取得し、研究を実施するための体制構築

② 「事業・マーケティング テーマ⑪「シェアードサービスの提供」、テーマ⑭「スポンサープログラムの策定、賛助依頼」
企業との新規商品、新規サービスの開発に向けての連携等

ﾃｰﾏ10
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「個別データ管理・活用」WGからの提案

日本版NCAAでは、参加大学が連携・協力することにより、大学におけるスポーツに

関する研究の成果を、大学スポーツ界に広く還元することを目指す。

「個別データ管理・活用」WGからの提案

（１）日本版NCAAの組織内に、「リサーチ・コーディネートセンター」を設置する。

（２）「リサーチ・コーディネートセンター」の中に、「アスリート統合データベース」と「サポーター

ズ・データベース」を設置する。

（３）参加大学のアスレティック・デパートメント（AD）の中に、「研究支援センター」を設置する。

日本の大学には、スポーツに関する様々な研究の知の蓄積があり、また、現在も優
れた多くの研究が行われている。

スポーツ健康医学、スポーツ工学（ロボティクス、VR,、AR、IoT、ウェアラブル等）、スポーツ薬理学、スポーツマネジメント
学、スポーツ情報学、運動生理学・栄養学、スポーツ人文・社会学、トレーニング科学、リハビリテーション学等
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「個別データ管理・活用」WGからの提案

（１）リサーチ・コーディネーションセンター（RCC)の役割
① 研究計画の策定
② 研究協力大学の募集
③ 企業との連携・協力、外部資金の獲得
④ 参加大学への資金の配分

（２）参加大学の研究支援センターの役割
① 各大学におけるスポーツに関する研究情報の収集
② 研究計画の取纏め及びRCCへの提案、RCCとの協議等
③ 各大学における研究実施体制の構築及び実行
④ 研究成果の運動部学生アスリートへの還元

（３）アスリート・データバンクの役割
① RCCで実施された研究のアスリートに関するデータを保管
② アスリート統合データベースを作成、統合データベースの有効利用の検討
③ 研究成果を大学及び学生アスリートに還元

（４）サポーターズ・データバンクの役割
① 視聴者、観客、ファンクラブなどのデータを一元管理、利用方法策定
② デジタルマーケティングによる新たな市場開拓
③ データ利用希望企業に対する匿名化データの提供
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日本版NCAA構想における個別データの管理・活用（案）

マネジメント
部門

研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

リサーチ・
コーディネー
ション
センター

サポーターズ
①視聴者
②観客
③卒業生
④ファンクラブ等

加
盟
大
学
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
・デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト

アスリート
統合デー
タバンク

サポー
ターズ・
データバ
ンク

【研究支援センターの役割】
①各大学におけるスポーツに
関する研究情報の収集

②研究計画の取纏め及びRCC
への提案、RCCとの協議等

③各大学における研究実施
体制の構築及び実行

④研究成果の学生アスリート

【リサーチ・コーディネーション
センター（RCC)の役割】
①研究計画の策定
②研究協力大学の募集
③企業との連携・協力、外部資金の獲得
④参加大学への資金の配分

【アスリート統合データバンクの役割】
①RCCで実施された研究の学生アスリー
トに関するデータを保管

②アスリート統合データベースを作成、
統合データベースの有効利用法の検討

③研究成果を大学及び学生に還元

【サポーターズ・データバンクの役割】
①視聴者、観客、ファンクラブ会員等の
データを一元管理、利用方法策定

②デジタルマーケティングによる新た
な市場開拓

③データ利用希望企業に対する匿名化
データの提供

連携連連携

連携・協力連
携協力

連携連連携

連携・協力連
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事故情報の集約方針（案）
日本臨床スポーツ医学会 理事長
川原 貴 氏



テーマ５ 事故情報の集約化

日本版NCAA設立準備委員会作業部会 テーマ別報告

テーマ 【安全安心・医科学】 事故情報の集約化

報告内容

今回の作業
部会までに

作業・検討
した内容

①事故情報の集約

基本的に保険のデータを活用することとし、保険から得られる情報を確認した。今後、個別事例の情報を
収集すべき重大事故の範囲を検討する。学連が事故情報を把握しているかを調査する。
②保険

大学運動部の保険加入状況を確認した。今後、学連の保険加入状況を調査する。加入が勧められ保険
を大学、学連、チーム、指導者別に整理する。加入促進策を検討する。また、現行の保険でカバーできて
いない事項があれば、新たな保険の可能性を検討する。

上記検討の
中で明らか
となった論
点又は課題

①事故情報の集約： 収集した事故情報を集計・分析して大学、学連にフィードバックする必要がある。
個別の事故予防のためには大学、競技を越えた情報を収集する調査研究が必要であり、日本版
NCAAが調査研究をコーディネートする必要がある。

次回の作業
部会におけ
る報告事項
（予定）

①事故情報の集約： 個別事例の情報を収集すべき重大事故の範囲
②保険： 加入が勧められる大学、学連、チーム、指導者別の保険

他テーマ
への
申し送り
事項

①安全安心のガイドラインに大学、学連が事故情報を把握すべきこと、適切な保険に加入すべきことを
盛り込む

ﾃｰﾏ5
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議事（５）
今後のスケジュールについて



日本版NCAA設立準備委員会年間スケジュール（予定）

８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

設立
準備
委員会

作業
部会

グループ
会議

•組織整備
•事務局
アナウンス

•スポンサー
•情報の扱い

•指導
•学内整備
•大会・表彰
広報

•設立準備委
員会への付
議内容設定

•設立準備委
員会への付
議内容設定

必要に応じて随時開催

第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回

•設立準備委
員会への付
議内容確認
•組織設立
•翌年度に向
けた準備事
項の整理

第３回
設立準備
委員会

内容の
事前付議

▼11月上旬 ▼11月中旬頃

第２回
設立準備
委員会

▼10/22

•組織整備、
スポンサー
に係る事項
の承認

第４回
設立準備
委員会

•付議項目の
説明及び検
討

内容の
事前付議

▼２月中旬頃▼２月上旬頃

日本版NCAA設立準備委員会は計４回開催、作業部会は計７～８回の開催を予定しています。

内容の
事前付議

▼9月下旬

▼8/31

予備回

•設立準備委
員会への付
議内容確認

•付議項目の
承認

▼10/15▼9/19（本日） ▼10/25

50



今後の作業部会は以下のアジェンダで進めていく予定です。第２回設立準備委員会に付議する内容が多
くなると想定されるため、10月は作業部会を2回開催する予定です

今後の作業部会のアジェンダ（予定）

第３回（９月） 第４回（10月①） 第５回（10月②） 第６回（11月） 第７回（１月）

全
体
討
議
の
内
容

組織整備

学内整備
ﾃｰﾏ2,3,6,7,12情報の扱い

ﾃｰﾏ5,10,11

報
告
・決
定

メインアジェンダ以外の
各テーマ進捗報告

スポンサー

情報の扱い
スポンサー
ﾃｰﾏ14

指導
ﾃｰﾏ1,4,8

大会・表彰・広報

学内整備

付議内容確認
ﾃｰﾏ5,10,

11,14,15

付議内容確認
ﾃｰﾏ1,2,3,4,

6,7,8,9,12,13

組織設立の

進捗及び今後の
進め方

大学意思決定
の具合確認

予備回（12月）

付議内容確認
（臨時の場合）

組織設計の
最終確認

付議内容確認

組織の準備に向
けた認識合わせ

成果物の
進捗確認

時
間 約３時間 約３時間30分

約５時間
※２部制

約６時間30分
※２部制

約３時間

15

70

50

10

40

20

40

15

50

200

~75 30

60

300

前回議題＜凡例＞ メインアジェンダ min

大会・表彰・広報
ﾃｰﾏ9,13 30 指導

30
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第４回作業部会では、「大会・表彰・広報」「学内整備」「指導者」の３つのトピックをメインアジェンダとして

議論する予定です

第４回作業部会のご案内（１/２）

# 時間
配分

累計
時間

発表者 議題

5分 － ｽﾎﾟｰﾂ庁 事務局 本日の作業部会の進め方

前
回
の
議
題

5分 10分 ﾃｰﾏ14 池田（敦）先生 スポンサープログラム及び賛助制度（案）

10分 20分 質疑応答・決議

5分 25分 ﾃｰﾏ11 小林（至）先生
日本版NCAAとしての情報の取り扱いに関して（案）
シェアードサービスの概要（案）

5分 30分 ﾃｰﾏ10 境田先生 個別データの管理・活用方針（案）

5分 35分 ﾃｰﾏ5 川原先生 事故情報の集約方針（案）

15分 50分 質疑応答・決議

10分 60分 休憩

大
会
・広
報

10分 70分 ﾃｰﾏ9 池田（純）主査
競技横断的大学対抗戦（案）
表彰制度（案）

10分 80分 ﾃｰﾏ13 尾崎主査 広報戦略の策定・展開（案）

10分 90分 質疑応答
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第４回作業部会では、 「大会・表彰・広報」「学内整備」「指導者」の３つのトピックをメインアジェンダとして

議論する予定です

第４回作業部会のご案内（２/２）

# 時間
配分

累計
時間

発表者 議題

学
内
整
備

10分 100分 ﾃｰﾏ12 佐野先生 AD局の役割・設置に関するガイドライン・事例集整備（案）

10分 110分 ﾃｰﾏ2 小林（勝）先生 学修機会の確保にかかる方針（案）

10分 120分 ﾃｰﾏ3 友添先生 学業基準の設定にかかる方針（案）

10分 130分 ﾃｰﾏ6 三宅先生 安全安心のガイドライン（案）

10分 140分 ﾃｰﾏ7 戸田先生
相談窓口の設置方針（案）
コンプライアンスのガイドライン（案）

15分 155分 質疑応答

10分 165分 休憩

指
導
者

10分 175分 ﾃｰﾏ1 伊坂先生 入学前からの動機付けプログラム（案）

10分 185分 ﾃｰﾏ4 藤本先生 キャリア支援プログラム（案）

10分 195分 ﾃｰﾏ8 佐藤主査 指導者向け研修制度（案）

10分 205分 質疑応答

進
捗

5分 210分 ﾃｰﾏ15 木藤参与 組織整備の進捗報告

5分 215分 質疑応答

5分 220分 ｽﾎﾟｰﾂ庁 事務局 第5回作業部会の案内
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